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8 施工条件 工 事 着 手 に 先 立 ち 、 関 係 法 令 に 基 づ き 、 石 綿 含 有 建 材 の 事 前 調 査 を 行 う
 （ 報 告 書 作 成 共 ）

本 工 事 は 週 休 2日 対 象 工 事 と す る （ 通 期 ）

コンクリート工事／骨材 本工事において、細骨材に海砂を配合した生コンクリートを使用する場合、高知県内産海砂を8 電 線 類 EMケーブルで規格等の記載のないものは、ハロゲン及び鉛を含まない材料で構成されたもの 30
配合したものを優先的に使用するものとする。とする。

特  記  仕  様  書 耐火ケーブル(FP)及び耐熱ケーブル(HP)はシースに耐燃性ポリエチレンを用いたものとする。
31 ハ ン ド ホ ー ル ハンドホールは現場打ち、ブロックのどちらでもよい。

Ⅰ　工 事 概 要 長さ１ｍ以上の入線しない電線管には1.2mm以上のビニル被覆鉄線を挿入する。呼 び 線9
１．　工 事 場 所 写真の撮り方は、「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 営繕工事写真撮影要領（平成28年・ 樹脂製    ・ 新金属    ・ ステンレス 32フラッシュプレートの材質 工 事 ・ 完 成 写 真10

版による　工事写真撮影ガイドブック　電気設備工事編　平成30年版」による。シール等を貼付する。ｶﾊﾞｰﾌﾞﾚｰﾄ の用途別表示11２．　建 物 概 要
下記のものを監督職員に提出する。工事写真については、隠蔽となる部分は全て撮影すること。下記による。接 地 極12

備 考区 分 提 出 形 式接地の種類 記       号 接地抵抗値 接     地     極構 造建 物 名 称
10Ω以下 Ａ４版カラー印刷 Ａ４版カラー印刷には、写真内容説明を記入。ＥAＥD共  同  接  地 ＥＢ（14φ）x 3連－2組

工事写真 画像データ(JPEG形式)ＥA 10Ω以下Ａ 種 ＥＢ（14φ）x 3連－2組
※上記両方を提出

Ω150/Is
ＥＢ（14φ）x 3連－2組Ｂ 種 ＥB

Is =1線地絡電流 Ａ４版カラー印刷 Ａ４版カラー印刷には、写真内容説明を記入。
画像データ(JPEG形式) 外観1枚を含む内外6枚程度。完成写真ＥＢ（10φ）x 1100Ω以下Ｄ 種 ＥD

（注）延べ面積は建築基準法による表記 ※上記両方を提出 完成検査時に提出。
Ｃ 種 10Ω以下ＥC ＥＢ（14φ）x 3連－2組

ＥＰ x 1避    雷    用 ＥL 10Ω以下
33 工 事 完 成 図 共通仕様書に従った完成図及び保守に関する指導案内書を監督職員に提出する。

高 圧 避 雷 用 10Ω以下 ＥＢ（14φ）x3 連－2組ＥLH
Ａ４版　黒表紙金文字製本　１部　　 　　　　　　　※要     ・ 不要

避雷設備用及び共同接地極の表示      黄銅板製13 埋 設 表 示
Ａ３版　２ツ折り製本　１部    　　　　　　　　 　※要     ・ 不要

上記以外の接地極及び地中配線の表示  100ﾛ x 300のコンクリート杭に方向種別を彫り込ん
ＣＡＤデータ　ＣＤ－Ｒ 　　　　　　　　　　　　　※要     ・ 不要

だものとする。ただし、舗装された場所は鉄製ピンとする。

取外し再使用機器は、清掃及び絶縁抵抗測定のうえ取付を行う。14 再 使 用 機 器

工事着手前に既存の電気設備の絶縁抵抗を測定し、測定表を監督職員に提出する。15 絶 縁 抵 抗 の 測 定

16 補 修 な ど 工事の施工に伴い、既成部分を汚染又は損傷した場合は、既成にならい補修する。
34 機 器 取 付 高 壁付、壁掛形の機器等の取付高さは、図面の記載のない場合は原則として下表による。

17 屋 上 ・屋側の 支持 金物 ステンレス製とする。（装柱金物は除く）
ただし、監督職員の指示により変更することがある。（住宅は別途協議）

18 結 露 防 止 内側断熱施工される構造体のコンクリートに埋込むボックス等には、断熱材等を取り付ける。
　　　　　　名　　　称 測　　点 取 付 高 (mm)　　　　　　名　　　称 測　　点

既存のコンクリート床・壁等の配管貫通部の穴あけは原則としてダイヤモンドカッターによる。19 は つ り ・ 非 破 壊 検 査
ブラケット（一般） 床上～中心 2,100 地上、床上～中心 800避雷接地用端子箱

はつり、穴開け及びあと施工アンカー等の施工にあたり、埋設物の事前調査を行う。施工場所
　　〃　　（踊場） 〃 接地極埋設標 地上～中心 6002,500

を鉄筋探査器により探査し、鉄筋・配管類の位置に墨出しを行い、施工前に工事監理業務受注
　　〃　　（鏡上） 鏡上端～中心 150 室内端子盤（廊下、室内） 床上～下端 300

者もしくは県建築担当による確認後、施工すること。なお、鉄筋・配管類を切断する恐れがあ
避難口誘導灯 床上～下端 1,500以上 接地用端子箱 床上～下端 500

る場合は、事前に監督職員と協議すること。コア抜き施工後は鉄筋切断の有無を工事監理業務
床上～中心廊下通路誘導灯 床上～上端 1,000以下 子時計、スピーカ （天井高）x0.9

受注者もしくは県の担当の立会により確認すること。
スイッチ（一般）、アッテネータ 床上～中心 1,300 呼出ボタン（身体障害者用） 〃 900

（室名）はスラブ天井を示し、その他は二重天井とする。20 天 井 仕 上 区 分
ｽｲｯﾁ、ｲﾝﾀｰﾎﾝ子機（身体障害者用） 〃 1,100 〃 1,800復帰ボタン（ 　　〃　 　）

配 線 器 具21 タンブラスイッチは大角型連用形とする。
ｺﾝｾﾝﾄ､電話用ｱｳﾄﾚｯﾄ､直列ﾕﾆｯﾄ（一般） 〃 300 廊下表示灯（ 　　〃　 　） 〃 2,000

壁付コンセントは原則として大角型連用形とし、連用形以外はプラグ付とする。
　　 　　　　〃　　　　　　（和室） 〃 150 〃 1,800テレビ機器収容箱

単相200Ｖ、発電機回路等のコンセントは、プレートに電圧・電源等の表示を行う。
　　 　　　　〃　　　　　　（台上） 台上～中心 150 床上～操作部 800～1,500火報受信機（複合盤）

22 L E D 照 明 器 具 グリーン購入法（国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律）の判断基準適合品
ｺﾝｾﾝﾄ（ガス漏れ検知器(LPガス)） 床上～中心 200 800～1,500火報総合盤 床上～中心

とする。
1,500 コンセント（車庫） 床上～中心 800

分電盤、制御盤、親時計 〃照 明 器 具 の 接 地23 ケーブルの一心を接地線として使用する場合は、緑色の心線とする。
(上端1,900以下) ガス漏れ検知器（ＬＰガス）床上～警報器上端 300

照明器具用位置ボックス24 ケーブル配線の位置ボックスは原則としてアウトレットボックスとする。
開閉器箱、中間端子盤（EPS、電気室） 天井面～中心 （天井面）-200　　　〃　　　（都市ガス）

〃 1,500ケーブル配線で照明器具が送り端子付のもの（定格電流15Ａ以上）及び配線が末端となる
インターホン、副受信機 引込開閉器箱（低圧） 床上～上端 2,000

ものは位置ボックスを設けなくてよい。
備考　（天井高）x0.9は天井高が、2,500～3,000mmの場合に適用する。

25 非常用照明器具の照度測定 設置した各部屋2箇所以上

分岐用配線用遮断機はJIS協約形２Ｐ５０ＡＦの１Ｐサイズとする。26 分 電 盤 分 岐 回 路

室 内 空 気 汚 染35・双方向型27 テ レ ビ 共 同 受 信 設 備 分岐器、分配器、直列ユニットはＢＳ・ＣＳ共用形(ＢＬ品)とする。 (揮発性有機化合物)対策
電界強度の測定　　　　　 ・ 要　  ・ 不要

対象建築材料等 使 用 制 限構 内 埋 設 線 路 埋設深さ   特記なきはＧＬ－ 600 以上とする。28

地中管路には、管下5cm、管上10cm程度保護砂を入れる。
①　合板,木質系フローリング

地中配線には電圧、線路長に関係なく標識シート（ダブル）を管頂と地表面の中間に設ける。 　　構造用パネル,集成材

　　単板積層材,ＭＤＦ Ｆ☆☆☆☆又は同等の大臣認定品とする。
　　パーティクルボード,ユリア樹脂板耐 震 施 工 　設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針　２０１４年版」（独立行政法人29
　　壁紙,緩衝材,断熱材

　建築研究所監修）による。
　　保温材,仕上げ塗材

　なお、施工に先立ち、耐震強度計算書を監督職員に提出し、承諾を受けるものとする。

　１）設計用水平地震力

②　塗料 ホルムアルデヒド,アセトアルデヒド,スチレン,トルエン,キシレン,エテルベンゲンを含有　　　機器の重量［Ｎ］に、設計用標準水平震度を乗じたものとする。なお、特記なき場合、設計用標準水平震度
していない水性系のものとする｡

　　　は、次による。

【設計用標準水平震度】 　・　特定の施設 　・　一般の施設

③　木材保存剤設置場所 機器種別 重要機器 一般機器 重要機器 一般機器
クロルピリホリス,ダイアジノン,フェノブカルブを含有しない、非有機リン系の薬剤とし(防腐処理、防蟻処理等)

機　　器 ２．０ １．５ １．５ １．０
加圧式防腐・防蟻処理は工場で行い、十分乾燥した後に現場搬入する。上　層　階

防振支持の機器 ２．０ ２．０ ２．０ １．５
塔屋及び屋上

水槽類（※１） ２．０ １．５ １．５ １．０

④　内装用接着剤,木工事用接着剤 1)ホルムアルデヒド,アセトアルデヒド,スチレン,トルエン,キシレン,エチルベンゼンを含有機　　器 １．５ １．０ １．０ ０．６
　　配管用接着剤,接合剤   してないものとする。

中　間　階 防振支持の機器 １．５ １．５ １．５ １．０

2)フタル酸ジ-n-ブチル,フタル酸ジ-2-ヘエチルヘキシルを含有しない難揮発性の可塑剤を使水槽類（※１） １．５ １．０ １．０ ０．６
  用しているものとする。

機　　器 １．０ ０．６ ０．６ ０．４

地下及び１階 防振支持の機器 １．０ １．０ １．０ ０．６

⑤　家具、書架、実験台、什器 (①②③④の建築材料を使用する場合はＦ☆☆☆☆を基本とし、該当する材料がない場合は水槽類（※１） １．５ １．０ １．０ ０．６
Ｆ☆☆☆又は同等品を使用する。）　　洗面化粧台、流し台

　　　ただし重要機器のアンカー計算における設計用標準水平震度は全階２．０とする。

　　　【備考】（※１）水槽類は、オイルタンク等を含む。

　室内に関わる材料（上記①～④及び建具,シール材,その他でその接着剤や塗料の溶剤まで含む）については、　　　注：上層階の定義は次による。
ホルムアルデヒド,アセトアルデヒド,スチレン,トルエン,キシレン,エチルベンゼン,フタル酸ジ－ｎ－ブチル，

　　　　　２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、１０～１２階建の場合は上層３階
フタル酸ジ-２-ヘエチルヘキシル,クロルピリホリス,ダイアジノン,フェノブカルブの有無または成分について

　　　　　１３階建以上の場合は上層４階 一覧表に記入し、その資料を添付して提出するものとする。

　　　　　重要機器（　・　自立配電盤　　　　　　・　防災用発電装置　　　　・　直流電源装置　　　）

　　　　　　　　　（　・　交流無停電電源装置　　・　交換機　　　　　　　　・　自動火災報知受信機）

　　　　　　　　　（　・　中央監視制御装置　　　・　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　）

　２）設計用鉛直地震力

　　　設計用水平地震力の２分の１とし、水平地震力と同時に働くものとする。

いの町吾北総合支所

高知県吾川郡いの町上八川甲１９３４

取 付 高 (mm)

地階1階　地上3階

階 数

ＲＣ造 1556 ｍ 2

延べ面積

３ ． 　 工 事 種 目

建物別及び屋外

工 事 種 目

電 灯 設 備

動 力 設 備

受 変 電 設 備

自 家 発 電 設 備

避 雷 設 備

非 常 灯 設 備

構 内 交 換 設 備

イ ン タ ー ホ ン 設 備

テ レ ビ 共 聴 設 備

電 気 時 計 設 備

放 送 設 備

太 陽 光 発 設 備

ﾄ ｲ ﾚ呼 出 表 示 設 備

火 災 報 知 設 備

外 灯 設 備

構 内 線 路

Ⅱ　工　事　仕　様

1.　共　通　仕　様

図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工

事標準仕様書（電気設備工事編）平成３１年版（ただし、改修工事の場合は公共建築改修工事標準

仕様書（電気設備工事編）平成３１年版）及び電気設備工事標準図（平成３１年版）による。

2.　特　記　仕　様

1）項目は、番号に○印のついたものを適用する。

2）特記事項のうち選択する事項は○印のついたものを適用する。ただし、○印のない場合は※

印を適用する。

項　　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

設備機材等指定表による。機 材1

2 工事用電力 ,水 ,その他 本工事に必要な工事用仮設電力、水などの費用は請負者の負担とする。

官公署への諸手続きなどの費用は請負者の負担とする。

自家用電気工作物保安管理業務委託先

3 構内に作ることが     ・ できる     ・ できない工 事 用 仮 設 物

4 次のものは原則として再生クラッシャランを使用する。建 設 副 産 物

　　　　（屋外キュービクル基礎・外灯基礎・ハンドホール等の砂利地業）

アスファルトは原則として再生品を使用する。

工事に伴い発生するコンクリート塊・アスファルト塊は原則として再資源化を図る事。

※構外搬出　･･･　処理場所（　　　　　　　　　　　　）5 建 設 発 生 土 の 処 理

　　　　　　　　 所在地　（　　　　　　　　　　　　）　距離（　　　　）km

上記運搬距離を想定し積算しているが、処理場所については受注者が選定した候補地をその他

参考に発注者が決定する。なお距離が変更となった場合は変更する。

・構内指定場所に敷き均し       ・ 構内指定場所に堆積

6 産業廃棄物の処理について 高知県土木部建築課　特記仕様書（共通編）「産業廃棄物の処理について」によること。

他 工 事 と の 取 り 合 い はり貫通部のスリーブ及び補強7 　　　　　　　　　　スリーブ　 　※本工事    ・ 別途工事

　　　　　　　　　　補  　強　 　※別途工事　・ 本工事

自動開閉装置を取付ける防火戸の切込み、補強及びドアーチェック、フロアーヒンジ

                               　※別途工事  ・ 本工事

天井埋込型器具の取付箇所の下地の切込み及び補強　　　　　　　　　　　　　　　 　※別途工事(墨出しは本工事)　 ・ 本工事

軽量鉄骨壁のボックス取付用の下地の切込み及び補強　　　　　　　　　　　　　　　 　※本工事　　・ 別途工事

　　　　　　　　　　仮　　枠　 　※本工事    ・ 別途工事埋込型分電盤、端子盤等の仮枠及び補強

　　　　　　　　　　補　　強　 　※別途工事　・ 本工事

照明器具、幹線等の吊ボルト用インサート　　　　　　　　　　　　　　　　 ※本工事　　・ 別途工事

屋内の電気室、自家発電室などの基礎、防油堤、ピット(ふたを含む)　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※別途工事 　・ 本工事

屋外の受変電設備基礎　　　　　　　 ※本工事　 ・ 別途工事

動力機器（電動機など）への接続　 　※本工事　 ・ 別途工事

電話保安器用接地　　　　　　　　　 ※本工事　 ・ 別途工事

庁舎

・ 四国電気保安協会　　　・ 中央電気保安協会　　　・ （　　　）

ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｏｒｙ　ｒｅｍａｒｋｓ

Ｓｐｅｃｉａｌ　ｎｏｔｅ

ｓｃａｌｅ

ＭＯＤＥＲＮ

ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＡＬ

ＤＥＳＩＧＮＥＲＳ

ＯＦＦＩＣＥ

ｃｈｅｃｋｅｄ　ｂｙｄｒａｗｎ　ｂｙｄａｔｅ

Ｍ Ａ 設 計 事 務 所
ＭＯＤＥＲＮ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＡＬ　ＤＥＳＩＧＮＥＲＳ　ＯＦＦＩＣＥ
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機      材      名 メーカー名 機      材      名 メーカー名指　定　品

ＪＩＳマーク表示品

耐火・耐熱ケーブル

電  線  類　等 国土交通省大臣官房官庁

営繕部監修の公共工事標準

仕様書（電気設備工事編）

耐火・耐熱電線認定機関

電線管類・同付属品

JIS C 8201-1,JIS C 8201-4-1 に

適合するもの

ＪＩＳマーク表示品

低圧進相コンデンサ

JIS C 4901 に適合するもの

ＪＩＳマーク表示品

JISC1102（指示電気計器）

指示電気計器
ＪＩＳマーク表示品

防災電源用直流電源装置 蓄電池設備認定委員会の

認定証票が貼付されたもの

委員会の自主評定マークが

配線器具類 ＪＩＳマーク表示品

ＪＩＳマーク表示品

非常用照明器具 （社）日本照明器具工業会

のＪＩＬ適合マークが貼付

されたもの

誘導灯器具 誘導灯認定委員会の認定

証票が貼付されたもの

自家発電装置 日本内燃力発電設備協会

の認定証票が貼付された

もの

連動機構・装置等自主評定

貼付されたもの

自動閉鎖装置

非常警報装置（非常ベル） 日本消防検定協会の認定

証票が貼付されたもの

ＪＥＡ蓄電池設備認定委員

会の認定証票が貼付された

もの

非常放送装置の蓄電池

審査協会の認定品

（財）電気通信端末機器構内交換装置

合格証票が貼付されたもの

日本消防検定協会の検定自動火災報知装置

漏電遮断機

電磁接触器

配線用遮断機

JIS C 8201-2-1 に適合するもの

JIS C 8201-2-2 に適合するもの

の認定または評価された

旨の表示をしたもの

日  新  電  機 （株）

(株)日立産機システム

三  菱  電  機 （株）

（株）明   電   舎

富士電機(株）

（株）東 光 高 岳

利 昌 工 業（株） ※２

東芝ｲﾝﾌﾗｼｽﾃﾑｽﾞ（株）

パナソニック（株）

LED照明器具

照明制御装置

可変速電動機用インバーター装置

三菱電機照明(株）

（株）安川電機

（株）日立産機システム

三  菱  電  機 （株）

富士電機(株）

東芝ライテック(株）

（株）YAMAGIWA

(株）因幡電機製作所
岩  崎  電  気 （株）
(株）遠藤照明

東芝ライテック（株）
パナソニック（株）
三菱電機照明（株）

コイズミ照明株式会社
大光電機（株）

山田照明（株）

高圧進相コンデンサ

ニ  チ  コ  ン （株）

日  新  電  機 （株）

（株）指月電機製作所

（株）ダ イ ヘ ン

高圧用変圧器 愛知電機（株）

四 変 テ ッ ク（株）

利 昌 工 業（株）

三  菱  電  機 （株）

※１

高圧交流遮断機（真空）

（株）日立産機システム

日  新  電  機 （株）

高圧限流ヒューズ

高圧負荷開閉器

（株)新愛知電機製作所

富士電機機器制御(株）

富士電機機器制御(株）

富士電機（株）

（株）明   電   舎

三  菱  電  機 （株）

(株)日立産機システム

三菱電機(株)

エナジーサポート(株)

大垣電機（株）

タカオカ化成工業（株）※２

エナジーサポート(株)

(株)宇都宮電機製作所

東芝ｲﾝﾌﾗｼｽﾃﾑｽﾞ（株）

東芝ｲﾝﾌﾗｼｽﾃﾑｽﾞ(株)

東芝ｲﾝﾌﾗｼｽﾃﾑｽﾞ（株）

（株）戸上電機製作所

日本高圧電気(株)

三  菱  電  機 （株）

（株）日立産機システム

富士電機機器制御（株）

機      材      名

ﾍﾞﾝﾄ形据置鉛蓄電池

制御弁式据置鉛蓄電池

据置ﾆｯｹﾙ・ｶﾄﾞﾐｳﾑｱﾙｶﾘ蓄電池

蓄電池

機      材      名 メーカー名

（株）GSユアサ

エナジーウィズ株式会社

古河電池(株)

※１モールドコンデンサに限る

※２モールド変圧器に限る

指　定　品 機      材      名

付属する配電盤をふくむ

監視カメラ装置 ㈱JVCｹﾝｳｯﾄﾞ･公共産業ｼｽﾃﾑ

パナソニック（株）

ＴＯＡ(株)

三菱電機(株)

分電盤･制御盤

盤類(公共建築工事標準仕様）

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ式配電盤

（株）イトウテック

共 栄 電 機 工 業（株）

光   電   設 （株）

築材料・設備機材等品質性

能評価事業　設備機材等評

価名簿」に掲載されたもの

上記の他、令和４年版「建

太陽光発電装置 山洋電気（株）

（株）GSユアサ

東芝ｲﾝﾌﾗｼｽﾃﾑｽﾞ（株）

パナソニック（株）

京セラ(株)

(株)安川電機

交流無停電電源装置（UPS）
（株）三社電機製作所

山洋電気（株）

（株）GSユアサ

エナジーウィズ株式会社

（株）GSﾕｱｻｲﾝﾌﾗｼｽﾃﾑｽﾞ

（株）明電舎

三菱電機（株）

古  河  電  池 （株）

富士電機（株）

東芝ｲﾝﾌﾗｼｽﾃﾑｽﾞ（株）

ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｏｒｙ　ｒｅｍａｒｋｓ

Ｓｐｅｃｉａｌ　ｎｏｔｅ

ｓｃａｌｅ

ＭＯＤＥＲＮ

ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＡＬ

ＤＥＳＩＧＮＥＲＳ

ＯＦＦＩＣＥ

ｃｈｅｃｋｅｄ　ｂｙｄｒａｗｎ　ｂｙｄａｔｅ

Ｍ Ａ 設 計 事 務 所
ＭＯＤＥＲＮ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＡＬ　ＤＥＳＩＧＮＥＲＳ　ＯＦＦＩＣＥ
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ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｏｒｙ　ｒｅｍａｒｋｓ

Ｓｐｅｃｉａｌ　ｎｏｔｅ

ｓｃａｌｅ

ＭＯＤＥＲＮ

ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＡＬ

ＤＥＳＩＧＮＥＲＳ

ＯＦＦＩＣＥ

ｃｈｅｃｋｅｄ　ｂｙｄｒａｗｎ　ｂｙｄａｔｅ

Ｍ Ａ 設 計 事 務 所
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２．５　納入機器範囲

納入機器は表－２に示す通りとする。

太陽電池発電所

高圧連系

太陽電池容量

連系する電力系統　：

発電設備の種類　　：

設備容量　　　　　：

２．４　系統連系保護機能

２．システム概要

２．１　設備の概要

名称　　　　　　　：

　本システムにおける連系保護機能装置は、電気設備技術基準に沿って設置するものとする。

　電気設備技術基準解釈による保護継電器の種類・設置相数・検出場所を表－１に示す。

パワーコンディショナ １０ｋＷ

６　商用系統の事故の場合は、商用系統が復帰すれば確認時間後、自動的に再投入して運転

３　連系保護装置等により、パワーコンディショナ及び系統の異常時には連系を遮断する。

２．２　システム構成

計測装置及び表示装置等より構成する。

１　太陽電池は太陽からの日射を受けると直流電力を発生。

２　パワーコンディショナは、この直流電力を並列する商用電源の電圧、周波数、位相と同期した

　　交流電力に変換し、対象とする負荷へ電力を供給する。

４　運転データ等は計測装置により収集する。

２．３　運転方式

　パワーコンディショナは、下記の通り全自動運転を行うものとする。

１　太陽電池の電圧を監視し、設定値に達するとパワーコンディショナを自動的に起動する。

２　太陽電池の電圧を監視し、設定値以下になると自動的に運転を停止する。

３　太陽光発電システムによる負荷への電力供給は、原則として昼間のみを対象とする。

　　昼間に日射不足により給電不能となる場合は自動的に運転を停止させる。

４　太陽電池出力監視による発電装置自動停止後の復帰は時限を採って行い、不要な高頻度

　　のポンピングは避ける。

５　交流系統に事故が発生した場合やパワーコンディショナ故障時は速やかに商用系統との

　　を再開する。

　　連系接続を解列し確実に停止する。

５．

３．

４．

１．

２．

１台

備　　考

１式

数量

１式

表示装置

太陽電池架台

機器名

太陽電池モジュール

ＮＯ

１式

パワーコンディショナ

表－２

小型計測装置

（ＲＰＲ）※ 受変電設備（７）逆電力継電器

場所

※本継電器は、電力会社と協議の上、必要と認められた場合設置

インバータ出力点など

受変電設備（ＯＶＧＲ）※（１）地絡過電圧継電器

低圧回路の検出可能な

検出場所

（ＵＶＲ）

（ＵＦＲ）

（ＯＦＲ）

（ＯＶＲ）

（受動・能動）

保護継電器の種類

（２）過電圧継電器

（３）不足電圧継電器

（４）周波数上昇継電器

（５）周波数低下継電器

（６）単独運転検出機能

　　を上回らないようにパワーコンディショナの出力を制御することにより、ＲＰＲの動作を抑制する。

　　計測装置は自家消費出力制御機能を有しており、パワーコンディショナの出力が施設全体の負荷消費

　　ただし本機能は、ＲＰＲが動作しないことを保証するものではない。

９．４ｋＷ以上

２０枚

本システムは、太陽電池モジュール、太陽電池架台、パワーコンディショナ（連系保護装置含む）

表－１

吾北総合支所太陽光発電設備工事

アスペクト比

画面サイズ

種類

３．５　表示装置

外形寸法

電源

：　１６：９

：　液晶モニタ

：　ＡＣ１００Ｖ

：　別途図面参照

：　４３型

設置場所

表示内容例

設置場所

使用機器

３．４　小型計測装置

：　ＤａｔａＣｕｂｅ４、他一式

：　屋内

３．３　パワーコンディショナ（接続箱機能付き）

運転入力電圧範囲

定格出力

種類

周囲条件

外形寸法

接続箱機能

計測機能

保護機能

運転／停止

高調波電流含有率　

出力基本波力率　　

電力変換効率

出力電圧　

　　直射日光の当たらない場所

：　ＤＣ０～６５０Ｖ

：　系統連系パワーコンディショナ（屋内／屋外設置）

：　収納機器：　入力回路断路端子及び逆流防止ダイオード

　　・交流電圧　・交流電流　・交流電力　・交流電力量

　　・直流電圧　・直流電流　・直流電力

：　「２．４　系統連系保護機能」による。

：　０．９５以上（定格出力時）

：　周囲温度　－２０℃～５０℃

：　回路数　：　入力６回路

：　表示項目（切替方式）

：　「２．３　運転方式」による。

：　総合５％以下　各次３％以下

：　９７．０％（定格出力時）

：　ＡＣ２０２Ｖ　５０／６０Ｈｚ　

：　別途図面参照

：　１０ｋＷ

　　　　　　　　・配線用しゃ断器　　　・誘導雷保護器

制御方式　　　 ：　最大出力追従制御

：　有り　　：　単相１０１Ｖ±６Ｖ　３ｋＶＡ

　　・システム交流電力　・システム交流電力量および力率

　（高耐食性メッキ鋼板も含む）

：　別途図面を参照

：　陸屋根、傾斜屋根、他設置場所に適合する構造とする

：　一般構造用鋼　溶融亜鉛メッキ処理同等品とする

３．２　太陽電池架台

構造

外形寸法

材質

強度

：　屋内壁面

３．機器仕様

３．１　太陽電池モジュール

外形寸法

容量

種類

：図面参照

出力特性 ：表－３参照

太陽電池モジュール電気出力特性表（参考値）

：単結晶シリコン太陽電池

：４７０Ｗ

特 性 値項　　　　　目 単　位

　１３．５３

　３４．７６

４７０．０

　１４．３３

　４０．１７

Ｗ

Ａ

Ｖ

Ｐｍ

Ｉｐｍ

Ｖｐｍ

Ｖ

Ａ

Ｖｏｃ

Ｉｓｃ短 絡 電 流

最 大 出 力

最大出力動作電流

最大出力動作電圧

開 放 電 圧

表－３

標準使用状態 ：周囲温度－４０℃～＋４０℃

条件　　：　ＡＭ１．５　 全天日射基準太陽光

　　　　：　放射照度　１０００Ｗ／㎡　　モジュール温度　２５℃

自立運転機能

：　関係法規に基づき、接地面共必要な強度を有するものとする

：　発電電力、発電電力量

４．工事範囲

４．１　機器据付工事

（１）太陽電池組立取付工事

（２）納入機器取付工事

５．試運転・完成検査

５．１モジュール出力検査

（１）各モジュールの試験成績表の出力値がＪＩＳに適合していること。

（２）出力の合計値が３．１に示す容量の合計値以上であること。

５．２　下表の項目については試運転・検査・測定を行うこと。

６．　安全計画書

（２）計測信号配線工事

パネル設置条件に合う安全計画書を提出し、承諾を得ること。

４．２　電気工事

（３）接地工事

６．１　安全計画書

（１）受電盤までの配管配線工事（連系点からキュービクル間）

屋内

横置

仕　　様

単結晶シリコン太陽電池

屋内

１０ｋＷ

出力制御機能有り

１．一般事項

１．１　適用範囲

本仕様書は、太陽光発電電気設備工事における系統連系用太陽光発電システムについて適用する。

（４）電気設備技術基準

（３）電気事業法

（２）労働安全衛生法

（１）労働基準法

本工事の設計・施工に当たっては、下記の法令・規格等に基づくものとする。

１．２　適用規格・法規等

（５）電気工事士法

（６）消防関係法規

（７）電力品質確保に係る系統連系技術要件ガイドライン　　　　　　　　　　　　

（８）日本工業規格（ＪＩＳ）

（９）日本電線工業会規格（ＪＣＳ）

（１１）日本電気規格調査会標準規格（ＪＥＣ）

（１０）日本電気工業会規格（ＪＥＭ）

（１２）内線規程

（１３）系統連系規程

太陽電池
項目

絶縁抵抗測定

保護装置特性

システム動作

○

○

機器

外観検査

絶縁耐圧

出力測定

○

○

○

○

パワーコン
ディショナ

配線ケーブル 計測システム

○

○

○

○

○

○

○

○

ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｏｒｙ　ｒｅｍａｒｋｓ

Ｓｐｅｃｉａｌ　ｎｏｔｅ

ｓｃａｌｅ

ＭＯＤＥＲＮ

ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＡＬ

ＤＥＳＩＧＮＥＲＳ

ＯＦＦＩＣＥ

ｃｈｅｃｋｅｄ　ｂｙｄｒａｗｎ　ｂｙｄａｔｅ

Ｍ Ａ 設 計 事 務 所
ＭＯＤＥＲＮ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＡＬ　ＤＥＳＩＧＮＥＲＳ　ＯＦＦＩＣＥ
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1134±2 1092±235±1

(1300) (1300)

1
4
0
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±
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61

1
7
62

±
2

760

590

5
5
0

5
2
0

57

25

アース穴4-φ
4.3

取り付け穴4-φ
9x14

太陽電池モジュール（参考図）

表示装置 <液晶４３インチ>（参考図）

パワーコンディショナ<三相１０ｋＷ　屋外／屋内用>（参考図） LBSK-10-T3C 小型計測装置（参考図）

TH-43LFE8J同等品

：約３１５ｇ質　　量

質　　量 ：約８．７ｋｇ

取り付けは機器メーカーの指定する方法で確実に行うこと質　　量

最大出力

仕　　様

：４７０Ｗ

：２１．５ｋｇ

：単結晶シリコン太陽電池 質　　量

塗 装 色

材　　質

：約４６．５ｋｇ

：５Ｙ７／１（半ツヤ）

：ＳＵＳ３０４

VBM470KJ03N

防水フラットハンドル

　キーＮｏ.２００

正面扉固定用ビス　
M4すり割り穴つきナベ頭（2箇所）

5
6
0

220

ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｏｒｙ　ｒｅｍａｒｋｓ

Ｓｐｅｃｉａｌ　ｎｏｔｅ

ｓｃａｌｅ

ＭＯＤＥＲＮ

ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＡＬ

ＤＥＳＩＧＮＥＲＳ

ＯＦＦＩＣＥ

ｃｈｅｃｋｅｄ　ｂｙｄｒａｗｎ　ｂｙｄａｔｅ

Ｍ Ａ 設 計 事 務 所
ＭＯＤＥＲＮ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＡＬ　ＤＥＳＩＧＮＥＲＳ　ＯＦＦＩＣＥ
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　　　　　※ＭＳ１３０Ｗモジュール：４８直列以上で１０００Ｖ用の接続ケーブルを選定。

　　　　　※ＭＳ２６５Ｗモジュール：２４直列以上で１０００Ｖ用の接続ケーブルを選定。

＊Ａ ＭＳ４７０Ｗモジュール：１４直列以上の場合は１０００Ｖ用の接続ケーブルを選定すること。

太陽電池モジュール

　４７０Ｗ　２０枚

　１０直列　２系統

専用ケーブル 3.5sq-1C×4

接続箱機能付パワーコンディショナ　３φ３Ｗ（１０ｋＷ）

ＰＶ
　＊Ａ

　＊Ａ
ＰＶ

Ｅa

連系保護装置
ＯＶＲ，ＯＦＲ
ＵＶＲ，ＵＦＲ

単独運転検出

Ｅa

制御回路

ゲートブロック
Ｓ Ｄ

Ｓ Ｄ

警報出力

自立出力端子
自立出力３ｋＶＡ

ＯＶＧＲ

外部停止

ＲＳ４８５

参考型番[LBSK-10-T3C]

EM-CE14sq-4C

／２１０Ｖ

（２次側はＶ相（Ｓ相）接地）

逆接続可能型

ＭＣＢ

Ｔ１φ

６６００

／２１０Ｖ-１０５Ｖ

ＬＢＳ

Ｔ３φ

６６００

ＬＢＳ

※１

ＲＰＲ

ＯＶＧＲ

※２

ＺＰＤ

ＶＣＴ

マルチメータ（MODBUS通信）

（三菱電機　ME110GR-MBH）

ＭＭ

買電Ｗｈ

三相３線式　６６００Ｖ　５０Ｈｚ／６０Ｈｚ

～

EM-CEE2sq-2C

EM-KPEES1.25sq-2P
AC100V

LANケーブル

ＰＬＣ

（Ｄａｔａ Ｃｕｂｅ４）

小型計測装置

出力制御ユニット

AC100V

映像信号変換装置

EM-KPEES1.25sq-1P

AC100V AC100V

映像信号変換装置

ＬＡＮケーブル

表示装置

（４３型）

AC100V

太陽光工事

凡例

本工事

太陽光工事

本工事

CE8sq-1C

逆潮流なしの場合は必要。

ＲＰＲ、ＯＶＧＲの有無は所轄の電力会社との協議による。一般的には以下の通り。

※２：ＯＶＧＲ・ＺＰＤは、みなし低圧連系の場合は不要となる。

※１：ＲＰＲは逆潮流有りで電力会社と契約する場合は不要となる。

ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｏｒｙ　ｒｅｍａｒｋｓ

Ｓｐｅｃｉａｌ　ｎｏｔｅ

ｓｃａｌｅ

ＭＯＤＥＲＮ

ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＡＬ

ＤＥＳＩＧＮＥＲＳ

ＯＦＦＩＣＥ

ｃｈｅｃｋｅｄ　ｂｙｄｒａｗｎ　ｂｙｄａｔｅ

Ｍ Ａ 設 計 事 務 所
ＭＯＤＥＲＮ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＡＬ　ＤＥＳＩＧＮＥＲＳ　ＯＦＦＩＣＥ
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ＴＨ

２－ＣＴ－Ｇ１
５ＶＡ
１００/５Ａ

＜ＣＷ－５Ｌ＞
EA EB １５ＶＡ

２-ＣＴ

＜ＣＷ－１５ＬＭ＞

LGR

２００/５Ａ ＴＨ

２－Ｆ：３Ａ

（２．８～４．４）
３．６Ａ

Ａ

Ｖ

ＭＤＡ

マルチメータ マルチメータ

２－Ｆ：３Ａ
ＭＤＡ

Ａ

Ｖ
（２．８～４．４）

３．６Ａ

＜ＴＨ－Ｔ１８＞ ＜ＴＨ－Ｔ１８＞

ＴＨ

２７

２７
ＭＣＤＴ２

ＭＣＤＴ１

Ａ

ＡＳ

０～１００/５Ａ
＜ＬＳ－１１０ＮＡＡ＞

１５ＶＡ
２-ＣＴ

２００/５Ａ

＜ＣＷ－１５Ｌ＞

ＴＲ－Ｍ１
３φ３Ｗ５０ｋＶＡ
６６００Ｖ/２１０Ｖ

＜ＲＡ－３Ｒ＞

ＴＲ－Ｌ１
１φ３Ｗ５０ｋＶＡ
６６００Ｖ/２１０Ｖ/１０５Ｖ

＜ＳＦ－１Ｒ＞
ＳＣ－ＴＲ
３φ－１φ３Ｗｘ２
２１０－１０５Ｖ

３０ｋＶＡ

＜ＣＷ－５Ｌ＞

１００/５Ａ
５ＶＡ
２－ＣＴ－Ｇ１

ＭＣＣＢ－Ｇ２
３Ｐ
１００Ｆ
７５ＡＴ

ＭＣＣＢ－Ｇ２
３Ｐ
１００Ｆ
７５ＡＴ

Ａ

ＡＳ

＜ＬＳ－１１０ＮＡＡ＞
０－１００/５Ａ

Ｖ
ＶＳＦ：３Ａ

０－３００Ｖ

＜ＬＳ－１１０ＮＡＶ＞

ＰＣ*３
７．２ｋｖ３０Ａ
＜ＨＰＣ－３０＞

タイムラグ：５Ａ

＜ＦＬ＞

７．２ｋｖ３０Ａ
＜ＨＰＣ－３０＞

＜ＦＬ＞

ＰＣ*２

タイムラグ：１０Ａ

ED

２－ＣＴ
６．６ｋＶ２５ＶＡ
３０/５Ａ

＜ＣＤ－２５ＡＮＡ＞

ＭＣＣＢ－Ｇ１
３Ｐ
２２５ＡＦ

１５０ＡＴ

Ｖ

Ａ
ＡＳ

ＶＳ

３．６Ａ
（２．８～４．４）

＜ＴＨ－Ｔ１８＞ＣＴＴ

ＶＴＴ

ＡＰＦＣ

＜ＰＤ－５０ＨＦ＞

６６００Ｖ/１１０Ｖ
２－ＶＴ　５０ＶＡ

２－Ｆ：３Ａ

＜ＬＳ－１１０ＮＡＶ＞

０－９０００Ｖ

０－３０Ａ

＜ＬＳ－１１０ＮＡＡ＞

＜ＶＡＲ－６Ａ＞ Ｇ

（ＭＧ-Ｂ）

Ｌ
Ｐ

－
２

Ｌ
Ｐ

－
２

Ｌ
Ｇ

Ｒ
電

源

負
荷

名
称

（ＭＧ-Ｂ）

１２ｋｖａｒ

リアクトル内蔵

ＳＲ３φ

０．７６ｋｖａｒ

（６％）

３φ３Ｗ
ＳＣ２

１２ｋｖａｒ

リアクトル内蔵

ＳＲ３φ

０．７６ｋｖａｒ

（６％）

３φ３Ｗ
ＳＣ１

コ
ン

デ
ン

サ

ケ
ー

ブ
ル

サ
イ

ズ

ブ
レ

ー
カ

ブ
レ

ー
カ

容
量

Ｍ
Ｃ

Ｃ
Ｂ

　
３

Ｐ

１
０

０
Ａ

Ｆ
　

１
０

０
Ａ

Ｔ

Ｍ
Ｃ

Ｃ
Ｂ

　
３

Ｐ
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Ｂ
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Ｃ
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Ｃ
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１
７
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ル

Ｌ
Ｐ

－
２
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０
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ED

EA

ＰＣＴ

ＰＦ：Ｇ３０Ａ

７．２ｋＶ２００Ａ
ＬＢＳ

ＡＳ　７２ｋＶ２００Ａ

（ＶＴ．ＬＡ内蔵　無方向性ＳＯＧ動作　プラケース）

~

自家用発電機
３φ３Ｗ６０Ｈｚ

警報回路へ ＊Ａ

＜M３０＞

ＺＣＴ

低圧電灯盤低圧動力盤

既設ﾌﾞﾚ-ｶ撤去し、逆接続可能型3P100AF/100ATﾌﾞﾚ-ｶ新設[取替]に接続、ｱｰｽ線EA接続共、太陽光発電設備を名称表示をすること。
太陽光発電設備 EM-CE14-4C

特記事項

新設太陽光設備連系関連機器を増設する。

図中機器改修、

図中機器改修、

図中の機器接続改修、特記事項留意のこと。

改修(増設)部分を示す

波線の機器は既設

停電作業　注記

2.停電作業は休日作業とする。(施設管理者、工事監理者と事前協議)

3.事前に停電作業計画書を提出し、承認を得ること。

1.新設太陽光設備連系関連機器増設に伴い、停電作業を要する。

新設太陽光設備連系機器

既設EAへ
既設電源100V

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ電源

ZPD

モドバス通信

マルチメーター

EM-CEES2-2C

EM-KPEES1.25-1P

EM-CEES2-2C

計測装置

パワコンOVGR

パワコンRPR

OVGR/RPR

受変電設備

ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｏｒｙ　ｒｅｍａｒｋｓ

Ｓｐｅｃｉａｌ　ｎｏｔｅ

ｓｃａｌｅ

ＭＯＤＥＲＮ

ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＡＬ

ＤＥＳＩＧＮＥＲＳ

ＯＦＦＩＣＥ

ｃｈｅｃｋｅｄ　ｂｙｄｒａｗｎ　ｂｙｄａｔｅ

Ｍ Ａ 設 計 事 務 所
ＭＯＤＥＲＮ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＡＬ　ＤＥＳＩＧＮＥＲＳ　ＯＦＦＩＣＥ
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特記事項

太陽光計測表示器を接続する

図中機器改修、

図中機器改修、

図中の機器接続改修、特記事項留意のこと。

改修(増設)部分を示す

波線の機器は既設

電灯盤[LP-1]

3.6KW

空調機

2.3KW

空調機 予備 予備

既設

町民室 産業課

ELCB3P
50AF

ELCB3P
50AF

ELCB3P
50AF

/50AT

ELCB3P
50AF

/50AT

A B

/30AT /30AT

LP-2より３φ３Ｗ(商用) ２００Ｖ

ケーブルF2.0を盤内で結線し、F1.6を2ルートにすること。

実装の予備ﾌﾞﾚｲｶに接続、ｱｰｽ線処理共、太陽光計測表示器を名称表示をすること。

（合計容量22040ＶＡ）

２Ｐ

キゾン

301

303

305

307

２Ｐ

予　　備

予　　備

予　　備

倉庫　書庫　照明

廊下　書庫１－２　コンセント

女子更衣室　温水器

多目的トイレ　コンセント

宿直室　エアコン

２Ｐ ２Ｐ

２Ｐ ２Ｐ

２Ｐ ２Ｐ

２Ｐ ２Ｐ

２Ｐ

２Ｐ

２Ｐ

２Ｐ

２Ｐ

２Ｐ

既設MCB2P50AF/20AT

302

304

306

308

ELB3P
100AF/60AT

予　　備

予　　備

予　　備

予　　備

町民室　北コンセント

女子便所　コンセント

男子便所　コンセント

女子更衣室　エアコン

LP-2より１φ３Ｗ(商用)２００／１００Ｖ

既設MCB2P50AF/20AT

MCB3P
50AF/30AT

L-1ヘ3Ｐ

予　　備

予　　備

予　　備

予　　備

予　　備

女子更衣室　コンセント

町民室　コンセント

予　　備

予　　備

予　　備

ＩＨ　コンセント

２Ｐ ２Ｐ

２Ｐ ２Ｐ

２Ｐ ２Ｐ

２Ｐ ２Ｐ

２Ｐ ２Ｐ

２Ｐ ２Ｐ

２Ｐ ２Ｐ

２Ｐ ２Ｐ

２Ｐ ２Ｐ

２Ｐ ２Ｐ

２Ｐ ２Ｐ

予　　備

予　　備

予　　備

予　　備

予　　備

予　　備

予　　備

予　　備

予　　備

宿直室　コンセント

倉庫１－２　コンセント

LP-2より１φ３Ｗ(発電)２００／１００Ｖ

ELB3P

MCB2P
50AF/30AT

既存LB-1ヘ 2Ｐ

MCB3P
100AF/60AT

L-1ヘ3Ｐ

100AF/60AT

ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｏｒｙ　ｒｅｍａｒｋｓ
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4段×5列×1基

シルバーライン

アルミソーラーフレーム

架台仕様

重量

耐風荷重性能（架台）

耐積雪荷重性能（架台）

また施工計画を提出して承諾を受けること

既存防水シートにあった仕様で適切に施工すること

太陽電池アレイ

アレイ出力

傾斜角度

配列

表面処理

材質

枚数

架台

基礎

同上サイズ・重量

２０ 枚

ＪＩＳ　Ｈ8602　陽極酸化塗装複合皮膜　つや消しシルバー

20°

430 kg (21.5 kg/枚)

1,070 kg

450 kg

正圧 1416.9 N/㎡ 、負圧 1627.3 N/㎡

垂直積雪量 0.55ｍ　20N/㎡・cm

ＪＩＳ　Ｈ4100　Ａ6Ｎ01Ｓ-Ｔ５

4段×5列×1基

パナソニック（株）社製 ＶＢＭ４７０ＫＪ０３Ｎ

横 1762mm  縦 1134mm  厚み 35mm  重量 21.5kg/枚

参考太陽電池アレイ 参考型番

取合い防水工事留意事項

９．４ ｋＷ程度

屋上階 平面図　1：100

屋根
電気室

屋上

DN

P
S

タラップ

3

1 2 3 4 5

2

4
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名称

[-80×60×4.0t 

L-50×50×4.0t 

主材01

03

繋材 

六角ボルト

品番

02 柱材

斜材

04

05

06

07

08

09

10

11

12

13

14

15

16

ブレス材

ベース材（前）

ベース材（後）

押え材 50×28.5

端部材（薄型用)

ベース梁

六角ボルト

六角ボルト

六角ボルト

寸切ボルトM12×230、W、N×2（別途）

Ｋ-35

規格寸法

L-50×50×4.0t 

L-30×30×4.0t 

L-30×30×4.0t 

L-125×60×5.0t

L-125×60×5.0t

H-150×150×7×10

M8×25、W×2、SW×1、N×1

M8×50、W×1、くさびN×2

M10×40、W×2、SW×1、N×1

M12×45、W×2、SW×1、N×1

JIS　H　4100　A6N01S-T5

JIS　G　4315）SUS304相当材　生地　

W（ジオメット処理）

ボルト、SW、N（生地）

JIS　G　4315）SUS304相当材

SS400（HDZ55）

材質 備考

アルミソーラーフレーム

モジュール用

埋込み深さ90ｍｍ、樹脂接着剤固定

ベース材-ベース梁用

架台用

モジュール用

Ａ-Ａ

Ｂ-Ｂ

平面図

断面図

水下 詳細図 水上 詳細図 ジョイント部

4段×5列×1基

108890（1762×5+20×4）

A

B

A

B

1782 1782 1782 1782 1782

1782 1782 1782 1782 1782

17821782178217821782

10

345

20

3451072

1762

1
1
9
.
3

1
9
0
0

1
9
0
0

4
3
4
7

4
2
7
.
8

1

2

3

4

2 3 4 5

30

1134

35

30

1134

1134

1134

20°

1
7
6
9

1

2

3

4

30°

30°

35

1
8
6
.
9

435 177.8

427.8 19001900

4347

1
5
0

3
5
0

10

16

45

1
3
0

6
0

390
150 45150

10

基礎芯

07

14

13

13

16

基礎芯

70

120

25 25

6
0

1
3
0

1
2
5

1
5
0

5
0
5
0

35
06

13

16

10

11

基礎芯

1
5
0

1
2
5

400

6
0

1
3
0

12

09

2
5

140
70 70

140
70 70

140
70 70

基礎ボックス

SKB350B
SKB350B

基礎ボックス基礎ボックス
SKB350B

35
80

1
0
0

425.
7

1
0
4
.
4 35

30

469
6

09

06

10

01

08

03

07

05

05

02

09
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1

1

1

2

2

1

4

4

4

材　　　料

MATERIAL

品  　　名

PARTS NAME

摘  　　　　要
SUMMARY所要数

QUANTITY
(個)

アンカーＭ16の仕様は120807003-G02

上記仕様は事前に協議のこと

アクリル樹脂焼付塗装（シルバー）20μｍ以上

JIS　H　8602　A2　陽極酸化塗装複合皮膜　皮膜材加工　小口無処理(シルバー）

JIS　H　8641　HDZ45　溶融亜鉛メッキ

20kg

重量

台座 Ｂ

フタ Ｂ

アルミカバー Ｂ

水返し防水押え（Ｌ＝200）

水返し防水押え（Ｌ＝270）

ＶＵキャップ

六角ボルトＭ12×50、W、SW、N

偏芯座金50×30

アンカー：寸切ボルトＭ12×230、Ｗ、Ｎ×2、樹脂接着剤STV345

01

02

03

04

05

06

07

08

09

PARTS No

STKR400、SS400

SS400

JIS H 4000 A1100P t=2.0

JIS H 4000 A1100P t=1.5

ＰＶＣ

JIS G 4305 SUS304 t=3.0

平座金　外径24　ｔ＝2.5

PART DRAWING No.
部品図番号

品番

屋上屋上

屋根

電気室

玄関ホール

断面図　1：100

アンカー施工時のスラブ配筋を欠損しないように注意すること

04

1
5
0

1
0
0

3
5
0

調
整

0
～
7
0
㎜

9
0

45 300 45

4
0

390

335

200

366

1
3
0

6
0

140

Ａ-Ａ

08 07

02

05

03

01

5555

09

1
3
0

充填口

1
5
0

3
5
0

調
整

0
～

7
0
㎜

1
0
0

6
0

4
0

27.5 67.5

95 200

390

89

6
0

06

95

レベル調整材

6
0

30707030

9
0

取合い防水工事
（本工事）

Ａ

6
0
0

3
9
8
0

3
5
0
0

3
3
0
0

1
7
1
8
0

2
6
0
0

3
3
0
0

2
5
0
0

PH

3
0
0
0

2
6
0
0

GL

1FL

2FL

3FL

RFL

6325

325018950

63006325

2000
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図中、明記のない配線は下記による

PB1

PB2

a

 隠ぺい・天井ｺﾛｶﾞｼ

b

c

d

e

f

gﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ 150x150x100 樹脂製 平 防水型

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ 200x200x200 樹脂製 平 防水型

埋込ｺﾝｾﾝﾄ2P15A×2　ET付　ET

CE14sq-4C(1C=E)(36)

弱電配線離隔等の処置共MKﾀﾞｸﾄ2号

専用ｹｰﾌﾞﾙ3.5sq-1C×4+CE8sq-1C(36)

EM-UTPcat5e 0.5-4P(16)

EM-CPEES1.2-1P(16)

EM-CPEES1.2-2P(16)

EM-CEE2-2C(16)

弱電配線離隔等の処置共MKﾀﾞｸﾄ0号h

 ﾗｯｸ・露出・管路

点検口450 額縁枠ｱﾙﾐ　開口補強共　1箇所

 配線適用

Cﾁｬﾝ300 SUS、配管用ﾌﾞﾛｯｸ底ｺﾞﾑ付

(44OB中ｶﾊﾞｰ共)

ケーブルF2.0を盤内で結線し、F1.6を2ルートにすること。

ET　×2+cat5e端末処理余長1.5m共

PB1内部にｺﾝｾﾝﾄを収容し、入出線開口共

表示装置 h
PB1

h
PB1

h

収納盤[小型計測装置用]

ET　×2+cat5e端末処理余長1.5m共

収納盤にｺﾝｾﾝﾄを収容し、入出線開口共

EEF1.6-3C(1C=E)[既設ﾗｯｸﾙｰﾄ]

PB1

既設壁貫通流用

b c

e

e

EEF1.6-3C(1C=E)

[既設ﾗｯｸﾙｰﾄ]

PB1

EEF1.6-3C(1C=E)(PF22)×2

EEF1.6-3C(1C=E)×2[既設ﾗｯｸﾙｰﾄ]

b c

h [既設ﾗｯｸﾙｰﾄ]

凡　例

1階平面図1；100

地階平面図1；100
区画壁貫通時は配筋を欠損しないように注意すること

区画壁貫通は鋼管として、国土交通大臣認定工法とする
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S
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倉庫

倉庫

町民室

女子便所

男子便所

風除室(2)

多目的
トイレ
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玄関ホール

風除室(1)
ドライ
エリア

掲示板

前室

通路

押入

側溝

宿直室

機械室

倉庫 倉庫

冷蔵庫

産業課

ドライエリア

湯沸

書庫

風除室(3)

ミーティング
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Ａ
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Ｃ
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0
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5

２ ３ ４１

24970
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b c

b c

図中、明記のない配線は下記による

PB1

PB2

a

 隠ぺい・天井ｺﾛｶﾞｼ

b

c

d

e

f

g

凡　例

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ 150x150x100 樹脂製 平 防水型

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ 200x200x200 樹脂製 平 防水型

埋込ｺﾝｾﾝﾄ2P15A×2　ET付　ET

CE14sq-4C(1C=E)(36)

弱電配線離隔等の処置共MKﾀﾞｸﾄ2号

専用ｹｰﾌﾞﾙ3.5sq-1C×4+CE8sq-1C(36)

EM-UTPcat5e 0.5-4P(16)

EM-CPEES1.2-1P(16)

EM-CPEES1.2-2P(16)

EM-CEE2-2C(16)

弱電配線離隔等の処置共MKﾀﾞｸﾄ0号h

 ﾗｯｸ・露出・管路

点検口450 額縁枠ｱﾙﾐ　開口補強共　1箇所

 配線適用

Cﾁｬﾝ300 SUS、配管用ﾌﾞﾛｯｸ底ｺﾞﾑ付

2階平面図　1：100
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PB1

PB2

 隠ぺい・天井ｺﾛｶﾞｼ

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ 150x150x100 樹脂製 平 防水型

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ 200x200x200 樹脂製 平 防水型

 ﾗｯｸ・露出・管路

点検口450 額縁枠ｱﾙﾐ　開口補強共　1箇所

 配線適用

Cﾁｬﾝ300 SUS、配管用ﾌﾞﾛｯｸ底ｺﾞﾑ付

図中、明記のない配線は下記による

a

b

c

d

e

f

g

CE14sq-4C(1C=E)(36)

弱電配線離隔等の処置共MKﾀﾞｸﾄ2号

専用ｹｰﾌﾞﾙ3.5sq-1C×4+CE8sq-1C(36)

EM-UTPcat5e 0.5-4P(16)

EM-CPEES1.2-1P(16)

EM-CPEES1.2-2P(16)

EM-CEE2-2C(16)

弱電配線離隔等の処置共MKﾀﾞｸﾄ0号h

ET 埋込ｺﾝｾﾝﾄ2P15A×2　ET付　

凡　例

b c

b c

3階平面図　1：100
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図中、明記のない配線は下記による

PB1

PB2

a

 隠ぺい・天井ｺﾛｶﾞｼ

b

c

d

e

f

g

凡　例

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ 150x150x100 樹脂製 平 防水型

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ 200x200x200 樹脂製 平 防水型

埋込ｺﾝｾﾝﾄ2P15A×2　ET付　ET

CE14sq-4C(1C=E)(36)

弱電配線離隔等の処置共MKﾀﾞｸﾄ2号

専用ｹｰﾌﾞﾙ3.5sq-1C×4+CE8sq-1C(36)

EM-UTPcat5e 0.5-4P(16)

EM-CPEES1.2-1P(16)

EM-CPEES1.2-2P(16)

EM-CEE2-2C(16)

弱電配線離隔等の処置共MKﾀﾞｸﾄ0号h

 ﾗｯｸ・露出・管路

点検口450 額縁枠ｱﾙﾐ　開口補強共　1箇所

 配線適用

Cﾁｬﾝ300 SUS、配管用ﾌﾞﾛｯｸ底ｺﾞﾑ付

PB2

f

c

b a d×2

PB2

PB2

b c

g
パワーコンディショナ

[既設ﾗｯｸﾙｰﾄ]

新設太陽光設備連系関連機器へ接続

HIVE36
f

HIVE36ﾊﾟｲﾗｯｸSUSｸﾘｯﾌﾟ固定×2箇所

ﾀﾞｸﾀｰSUSｸﾘｯﾌﾟ固定×8箇所

既設壁貫通流用

HIVE36防水ﾌﾟﾘｶ

据付作業　注記

1.新設太陽光設備連系関連機器搬入計画を要する。

2.作業日は施設管理者、工事監理者と事前協議をすること。

3.事前にレッカー設置位置等を提出し、承認を得ること。

貫通75φ

受変電設備改修

ＰＨ屋根平面図　1：100

ＰＨ平面図　1：100

区画壁貫通時は配筋を欠損しないように注意すること

区画壁貫通は鋼管として、国土交通大臣認定工法とする
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